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女 性 ニ ュ ー ス
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国が補償すべき82％

共同通信社の調査（10～13日実施）

で、新型コロナ感染症への対応とし

て、休業要請に応じた企業や店舗の損

失を国が「補償すべきだ」との回答が

82％。安倍内閣支持率は40．4％で、不

支持率が43％と上回った。

消費税５％署名万国会提出

新型コロナウイルス対策や経済対策

として消費税５％への減税が求められ

るなか、新婦人も参加する消費税廃止

各界連絡会は17日、署名を提出。この

間全国で集められた署名は23万3816人

分（新婦人は４万795）で、清水忠
ただ

史
し

衆院議員（共産）が受け取った。

普天間基地でまた泡大量流出

10日、沖縄県宜野湾市にある米軍普

天間基地から雨水用排水路を通って、

発がん性の有機フッ素化合物ＰＦＯＳ
ピ ー フ ォ ス

が含まれる消火剤の泡が14万3830㍑流

出した。泡は保育園や住宅地など広範

囲に飛散し、同市消防署が除去作業を

試みたが、量が多すぎて回収しきれず。

米軍は自らの基地内は泡除去、しかし

現場では沖縄防衛局とともに回収作業

を見ていただけ。昨年12月にも漏出事

故が起きており、住民の怒りは沸騰し

ている。沖縄県は事故原因の究明や詳

細の公表、ＰＦＯＳ等を含まない泡消

火剤への早期の切り替え、実効ある再

発防止策徹底などを厳しく求めた。

ＤＶ・虐待対策を

新型コロナ対策に伴う緊急事態宣言

のもと、厚労省は児童虐待やＤＶへの

対応を都道府県など自治体に求めた。

具体的には、支援対象者の状況の変化

の確認、児童虐待の通報にかかわる周

知、児童相談所など関係機関の連携強

化など。民間の支援団体や新婦人も政

府に対策強化を要請していた。
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地元のテレビ報道（日）

熊本地震から４年
新婦人熊本県本部副会長

上田たか子（益城町在住）

被害の大きかった益
ま し

城
き

町では、

災害公営住宅（671戸）への転居

が進んでいます。これまでの被災

者の暮らしがあった仮設住宅は、

老朽化とともに空室が目立ってい

ます。

依然として県内には3000人余り

の方が仮住まいを余儀なくされて

おり、その半数が益城町です。首

を長くして待ち望んだ災害公営住

宅は家賃が、数年後には高額にな

り、抽選では当たったが「辞退」

せざるをえない町民が約１割いる

と聞きました。

さらに、県と町が推し進める約

300億円をかけての「県道４車線

化」と「区画整理」の２大大型公

共事業が、町の中心地を掘り返

し、住宅再建と暮らしの復興を阻

んでいます。

熊本地震で私たちは、被災者へ

の国と県・町からの公的な支援を

受ける当事者になり、憲法や法律

を身近に感じる尊い経験をしまし

た。

身近で切実な要求と支援が結び

つくように、内閣府や県に何度も

要請をしました。その成果は、

2019年の台風15号で「一部損壊に

も公的な支援の実現」という形で

初めの一歩を踏み出しましたが、

運動はまだまだ続けていかなけれ

ばと決意しています。
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
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